
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  工房の様子（5～8月） 

 

工房だより 
 

 

発行元：事業所運営委員会    

発行日：令和4年9月 16日   

山科工房のコーヒーのお仕事では、4月から『あくびコーヒー』様

からご注文を受け、オリジナルのドリップコーヒーを作って納品して

います。先日配達に行き、利用者さんが作ったドリップパックが店頭

に置いてあるのをみたり、美味しいコーヒーをいただいたりと楽しい

時間を過ごしました。 

『あくびコーヒー』様は出町柳桝形商店街と ZEROWESTKYOTO

の 2か所で販売されています。よろしければお立ち寄りください。 

 

→湯洗いの様子 

↑７月に行った 

出町桝形商店街 
 

コーヒーを焙煎する前に 

コーヒー豆をお湯洗いする事が 

『あくびコーヒー』様のこだわり！ 

お湯洗いすることで欠点豆が 

より見つけやすく、取り除くことで 

あっさりクリアな味になります！ 

 

→８月に行った 
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周辺は落ち着いた環

境の自然豊かなエリ

アです。 

アクセス 

玄関の間口は広く 

室内は段差をなくし 

バリアフリーに。 

 

必要な場所に手すりを取付・ドアは 

引き戸を設置しました。 

作業するスペースでは窓から日差しが入り 

落ち着いた環境の中でそれぞれのペースで作

業をとりくまれています。 

室 内 

 

長年取り組んできた 

八つ橋の箱折・手芸用品

キットの説明書折り。自

分たちの生産したお仕

事が店頭に並びお客様

が購入される様子を見

られること。 

働く意欲にもつながっ

ています。 

 

仕 事 

西大路工房 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特集 
今回は…“各工房の職員に一問一答っ！”  

 前々回の特集の所長さん紹介が好評だったとのことで… 

職員さん紹介をしたいと思います。 

各工房の職員さんに６つの質問をしました！ 

 

❁質問内容❁ 

①名前 

②出身地 

③勤務年数 

④趣味 

⑤秋といえば 

⑥コロナが終息すればしたいこと 

 

西大路工房 

①ふじわら のりあき 

②京都府北部 

③20何年か 

④野球 

⑤スポーツ、食欲 

⑥生、大谷翔平を見に行きたい 

山科工房 

①上田 将典 

②京都。転勤が多かったので（長崎・ 

大阪・東京・名古屋・静岡・埼玉） 

に住んでいました。 

③4年。 

④バス釣り・ドライブ・ゲーム 

⑤サンマ。焼きもいいけど、 

刺身や寿司の鮮度がいいのも！ 

⑥マスクなしの生活。夏はつらい。 

 

竹屋町工房 

①金原 康浩 

②京都 

③8年ぐらい 

④古着屋めぐり 

⑤革ジャンの季節ですね～ 

⑥阿蘇山でキャンプがしたいです 

 

伏見工房 

①今江 里香 

②京都 

③24年くらいかなぁ 

④旅行にしとこ！ 

⑤やっぱり食欲の秋！ 

⑥旅行やね 

工房“七” 

①朝霧 あい   

②京都 

③2年  

④生で音楽を聴くこと。 

美術館でアートに触れること。 

⑤もみじ さんま ビール！！ 

⑥遠方に住んでいる友人たちに会いに行く。娘が 

生まれた時に会いに来てくれて、その後コロナ 

禍で全く会えていないので、子供達同士 

会わせたらどんな感じになるのか見て 

みたいな。もう大分お兄ちゃんお姉ち 

ゃんなので娘を妹のように面倒見てくれ 

ると思います。 

伏見工房 

 全国的に新型コロナウイルスの感染者が急増し、 

第 7波が顕著になったこの夏、伏見工房でも体調 

を崩される方や、濃厚接触に該当される方が数名 

と、コロナをより身近に感じました。一時、クラ 

スターになり、一部を閉めての活動、また在宅支 

援を選ばれる方もおられたりと、工房からにぎや 

かさが消え寂しく感じました。。。 抗原検査キッ 

トも足りなくなり、どうしようと思いましたが他 

工房のご協力をえられ本当にありがたかったです。 

今もなかなか感染が落ち着かず二転三転の日々ですが、引き続き出来る範囲で気をつけていきます。 

 

 

↑ 抗原検査キット 

↑ 送迎車はアルコール消

毒の跡でべったり…。 

“七”では、毎日同じ時間が心地よく流れています。(だったらいいのですが…

はは、㋚)今年は2週間で梅雨明けして猛暑日が続く中、皆さん元気に通所され

ました。5 月は健康診断の月でした。利用者の皆さん、スタッフともに順番に

受けました。それが終わり少し空気が落ち着きました。梅雨前にきれいにした

庭も、この連日の大雨で、雑草たちが一気に育ち、とうとう除草剤の出番です。 

(雨が降ると一番の心配は雨漏りなんです。なんとかならんかな㋚) 

 

工房“七” 

今年も恒例の鶏鉾の御幣づくりをみんな頑張って作りました。御幣

とは榊の枝に付け神様の依り代とするものです。私達が作ったのは、

その鶏鉾の先端にある榊の束にくくり付けるものです。 

6月初めより、7月の鉾立てまでに300枚作製しました。今年は特

に 2 年ぶりに山鉾巡行が行われるという事もあり、皆さんも御幣づ

くりに力が入りました。7 月 11 日には鶏鉾の鉾建てが行われ、上

田会長さん、吉田副会長さん、植田事務局長さん、利用者さん2名、

皆で作成した御幣を榊に付けに行きました。こよりをまいて榊に結

ぶのはちょっと難しかったですが、地域の方と一緒に御幣付けをし

ました。また御幣を付けた後、実際横になっている鉾を建てるのを

見学しました。掛け声に合わせ、息を合わせ徐々に建てる姿は、圧

巻でした。この日はすごく暑かったですが、普段体験できない御幣

付けや、鉾建てを見学でき有意義な時間となりました。来年も作業

したいね。と話しています。（報告 島田） 

自立センター竹屋町工房 


